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自
家
成
立
の

　
根
源
は
和
に
あ
り

秩
序
の
根
源
は

　
　
神
祖
崇
敬
よ
り
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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動

宗教
法人 寶 生 教 大 阪 本 部

令和 3 年 2 月 1 日 令和 3 年 2 月 1 日

春之祖先霊大祭

（祭典後に信徒総会を開催）

申込み受付ご慰霊
新合祀

今
年
も
立
派
に
　
愛
教
婦
人
会

「
お
正
月
飾
り
」
が
出
来
ま
し
た
。

「
神
を
敬
い
、祖
先
を
尊
ぶ
」が
基
本

　
―
冬
至
祭
に
於
け
る
今
年
の
運
勢
―

ご教話

元旦祭

皆
さ
ん
、
和
気
藹
々
の

　
中
に
も
、
真
剣
に
。

稲
穂
も
豊
富
に
、

　
華
や
か
な
〆
飾
り
に
。

教主・大阪本部長様

元旦早朝の教会御門前。

元旦祭・奉納神楽「浦安の舞」
　四人の巫女が気持ちを合わせ、優雅に華やかに奉舞。

愛
教
婦
人
会
か
ら
の

　
　
お
知
ら
せ

満
年
齢
が
あ
り
ま
す
。

　

教
会
で
は
月
並
運
勢
の
お
申

し
込
み
や
厄
年
等
、
主
に
数
え

年
で
歳
を
数
え
ま
す
。

　

世
間
一
般
で
は
数
え
年
を
使

う
事
は
少
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
こ
そ
神
社
等
の
厄

除
け
や
七
五
三
で
は
、
数
え
年

と
満
年
齢
で
迷
わ
れ
る
方
も
居

ら
れ
る
様
で
す
。

　

満
年
齢
は
、
生
ま
れ
た
日
を

〇
歳
と
し
て
数
え
、
翌
年
の
誕

生
日
で
一
歳
に
な
る
と
い
う
数

え
方
で
す
。

　

数
え
年
は
、
生
ま
れ
た
日
が

既
に
一
歳
。
更
に
、
誕
生
日
に

関
係
な
く
、
年
が
明
け
る
と
二

歳
に
な
る
と
い
う
数
え
方
で
す
。

　

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
日
本
を

含
む
主
に
ア
ジ
ア
圏
の
国
々
で

は
、
古
く
か
ら
数
え
年
が
使
わ

れ
て
い
た
様
な
の
で
す
。

　

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
ま
し

て
、
現
在
、
暦
の
世
界
標
準
は

太
陽
暦
で
す
が
、
ア
ジ
ア
諸
国

は
昔
、
太
陰
暦
を
用
い
て
お
り

ま
し
た
。

　

太
陰
暦
を
使
用
し
て
い
る
と
、

年
齢
は
数
え
年
で
数
え
る
方
が

都
合
が
良
い
と
云
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

実
は
こ
の
数
え
年
と
今
日
の

大
祓
式
に
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
も
お
話
し
ま
す
様
に
、

我
々
人
間
の
魂
は
、
神
様
か
ら

の
分
御
霊
で
す
。
で
す
か
ら
、

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

清
い
存
在
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
世
俗
に
生
活
す
る

う
ち
に
、
様
々
な
罪
、
穢
れ
に

触
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、お
正
月
を
迎
え
、

歳
を
一
つ
と
る
前
に
、
身
も
心

も
祓
い
清
め
、
元
の
姿
に
生
ま

れ
変
わ
っ
て
歳
を
一
つ
と
り
た

い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

そ
の
様
に
考
え
ま
す
と
、
や

は
り
日
本
で
は
、
特
に
神
事
に

つ
い
て
は
数
え
年
で
歳
を
数
え

る
の
が
、
神
様
の
意
に
沿
う
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
中
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
お
り
ま
す
、
愛
教
婦
人
会
主

催
『
お
正
月
飾
り
を
作
る
会
』

が
、
師
走
押
し
迫
る
十
二
月
二

十
七
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
定
員
を
上
回
る
三

十
名
の
方
の
申
込
み
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

婦
人
会
顧
問
・
多
惠
子
様
に

稲
穂
や
松
・
水
引
・
飾
り
を
用

意
し
て
い
た
だ
き
、
特
に
今
回

は
、
養
老
教
会
よ
り
沢
山
の
稲

穂
を
お
分
け
頂
き
、
稲
穂
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
立
派
な
お
飾

り
と
な
り
ま
し
た
。
和
気
藹
々

の
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
自
分
の

お
家
に
合
わ
せ
、
少
し
ず
つ
違

っ
た
お
正
月
飾
り
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

　

お
正
月
の
し
め
飾
り
と
し
て
、

玄
関
に
飾
ら
れ
新
年
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
是
非
次
回
も

沢
山
の
ご
参
加
お
待
ち
致
し
て

お
り
ま
す
。

　
　
　

愛
教
婦
人
会

　
　
　
　
　

会
長　

柴
垣
吉
惠

　

例
年
三
月
に
開
催
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
愛
教
婦
人
会
総
会

で
す
が
、
今
年
は
諸
事
情
を
鑑

み
、延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

期
日
決
ま
り
し
だ
い
、
改
め
て

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
参
拝
の
教
信
徒
の
皆
様
、

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
、
皇
紀
二
六
八
一

年
、
辛
丑
之
歳
の
新
春
を
迎
え

ま
し
た
。

　

教
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
大
神
様
、
御
教
祖
様
、

各
家
御
祖
先
様
方
の
ご
守
護
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
健
や
か
な

元
旦
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
遠
方
各
地
、
畿
内
、

大
阪
府
下
、市
内
近
郊
の
皆
様
、

早
朝
よ
り
元
旦
祭
に
お
出
ま
し

頂
き
、
大
神
様
の
御
前
で
、
誠

心
を
披
瀝
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

皆
様
の
こ
の
篤
き
信
心
は
、

必
ず
や
大
神
様
、
御
教
祖
様
、

各
家
御
祖
先
様
方
が
お
酌
み
取

り
下
さ
り
、
本
年
が
昨
年
に
も

弥
増
し
て
幸
多
き
歳
で
あ
る
こ

と
と
、
心
よ
り
強
く
思
う
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

又
旧
年
中
に
は
、
権
現
家
を

は
じ
め
、
教
会
職
員
に
も
、
暖

か
い
お
心
遣
い
を
頂
き
ま
し
た

事
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

先
程
の
祭
典
中
、
神
楽
「
浦

安
の
舞
」
を
大
変
華
や
か
に
奉

納
頂
き
ま
し
た
。
舞
人
は
、
新

宅
の
倭
子
さ
ん
、
森
紀
美
子
さ

ん
、
森
豊
子
さ
ん
、
森
彰
子
さ

ん
の
四
人
で
す
。

　

又
本
日
よ
り
新
た
に
、
木
本

順
造
さ
ん
、
藏
樂
貴
子
さ
ん
、

木
本
裕
子
さ
ん
の
三
名
が
雅

楽
部
と
し
て
ご
奉
仕
下
さ
い
ま

し
た
。
雅
楽
部
皆
様
に
は
大
変

鍛
錬
を
積
ん
で
頂
き
、
心
を
込

め
て
の
ご
奉
仕
に
感
謝
致
し

ま
す
。

　

更
に
、祭
典
の
祭
員
奉
仕
も
、

権
現
家
、
職
員
以
外
の
方
に
も

ご
奉
仕
頂
い
て
お
り
ま
す
。
大

神
様
の
最
も
近
く
で
ご
奉
仕
出

来
る
の
が
、
祭
員
、
雅
楽
の
ご

奉
仕
で
す
。
ど
な
た
様
で
も
宜

し
く
御
奉
仕
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
国
内
に
お
い

て
も
二
月
頃
よ
り
本
格
的
に
流

行
の
兆
し
を
見
せ
た
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
影
響
を
受

け
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延

期
を
筆
頭
に
、
世
の
中
が
「
コ

ロ
ナ
禍
」
に
振
り
回
さ
れ
た
一

年
で
し
た
。

　

し
か
し
、
我
が
教
え
に
お
い

て
は
、
大
神
様
の
ご
守
護
に
よ

り
、
当
大
阪
本
部
、
西
播
支
部
、

養
老
支
部
で
も
教
信
徒
の
方
々

が
感
染
さ
れ
る
事
は
こ
れ
ま
で

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
変
に
あ
り
が
た
い
御
神
威

を
ど
な
た
も
が
頂
か
れ
て
い
る

事
に
、
心
よ
り
感
謝
致
す
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
お
話
の
は
じ
め
に
、

今
年
の
月
並
運
勢
に
つ
い
て
触

れ
よ
う
か
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
ず
皆
様
の
各
ご
家
庭
、
会

社
の
分
数
で
す
が
、
昨
年
と
比

べ
る
と
、
全
体
に
一
月
の
始
ま

り
は
や
や
低
め
。
ご
く
稀
に
、

昨
年
よ
り
も
上
回
る
方
も
居
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

は
各
月
順
調
に
上
が
り
ま
す
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
大
な
り

小
な
り
影
響
は
受
け
ま
す
が
、

大
神
様
の
ご
守
護
を
受
け
ら

れ
、
教
信
徒
の
皆
様
は
無
事
に

乗
り
切
る
事
が
出
来
ま
す
。
目

前
の
事
象
一
つ
一
つ
を
し
っ
か

り
、
最
大
限
の
努
力
で
こ
な
し

て
い
か
れ
て
下
さ
い
。　

　

さ
て
社
会
全
般
で
す
が
、
主

に
国
内
、
政
治
は
四
月
、
六
月
、

経
済
は
三
月
、
七
月
に
ご
注
意

が
出
て
お
り
ま
す
。

　

疫
病
は
二
月
、
三
月
、
四
月

に
コ
ロ
ナ
の
ご
注
意
が
出
て
お

り
ま
す
。
国
内
で
は
六
〜
七
月

に
か
け
て
順
次
収
ま
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

八
月
は
手
足
口
病
等
、
十
二

月
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
既

存
の
流
行
病
に
お
気
を
付
け
下

さ
い
。
又
、
家
畜
の
伝
染
病
が

七
月
と
十
月
に
ご
注
意
が
出
て

お
り
ま
す
。

　

天
災
は
八
月
末
か
ら
九
月
に

か
け
て
、
特
に
九
州
、
四
国
、

近
畿
地
方
に
大
雨
、
台
風
等
の

ご
注
意
が
出
て
お
り
ま
す
。
又

一
月
は
大
雪
で
、
北
陸
以
北
に

ご
注
意
が
出
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
十
月
ま
で
に
衆
議
院

総
選
挙
、
東
京
都
知
事
選
挙
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
、
実
質
的
な
経
済
活

動
の
低
調
、
自
然
災
害
、
総
選

挙
に
よ
る
政
治
の
混
乱
、
あ
ら

ゆ
る
事
に
、
お
互
い
に
「
全
集

中
の
呼
吸
」
で
備
え
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

　
「
全
集
中
の
呼
吸
」
と
云
え

ば
、
昨
年
大
ヒ
ッ
ト
し
た
『
鬼

滅
の
刃
』
と
い
う
ア
ニ
メ
の
中

で
、
主
人
公
の
少
年
が
よ
く
口

に
し
て
い
た
セ
リ
フ
で
す
。

　

一
つ
の
社
会
現
象
を
巻
き
起

　

各
家
ご
祖
先
の
大
切
な
春
の

霊
大
祭
、
感
謝
を
込
め
て
、
家

族
揃
っ
て
ご
参
拝
に
な
り
、
誠

心
の
ご
慰
霊
を
致
し
ま
し
ょ
う
。

　

尚
、
今
年
の
信
徒
総
会
も
、

昨
年
同
様
に
、
春
之
祖
先
霊
大

祭
祭
典
後
に
開
き
ま
す
。

　

開
祭
時
刻
は
午
後
一
時
半
で

す
。
お
帰
り
の
ご
予
定
等
、
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
記

春
之
祖
先
霊
大
祭

　
　
　
　
並
び
に
信
徒
総
会

　
三
月
二
十
日
（
春
分
の
日
）

　
　
　
午
後
一
時
半
　
開
式

　
　
　
　
祭
典
に
引
続
き

　
　
　
　
　
信
徒
総
会
を
開
催

※
ご
慰
霊
、
新
し
い
霊
の
合
祀

願
い
の
お
申
込
み
は
、
三
月

十
五
日
ま
で
に
教
会
事
務
所

へ
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

教
　
会
　
行
　
事

二
月　

一
日（
月
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

二
日（
火
）　

節
分
厄
除
祈
願
祭　
　

午
後
七
時

　
　
　

　
　
　
　
　（
節
分
豆
ま
き
神
事
）

　
　
　

七
日（
日
）　
御
本
宮
月
並
祭　
　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　

　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
月
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
火
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

十
一
日（
祝
）　

建
国
記
念
祭　
　
　
　

午
前
十
時
半

　
　

十
三
日（
土
）　

和
歌
山
地
区
敬
和
会

　
　
　

　
　
　
　
　
大
阪
近
郊
各
地
区
合
同
敬
和
会

　
　

十
四
日（
日
）　

米
子
地
区
敬
和
会

　
　

十
五
日（
月
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

二
十
日（
土
）　

養
老
教
会
修
行
日

　
　

二
一
日（
日
）　

西
播
教
会
修
行
日

　
　

二
五
日（
木
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

三
月　

一
日（
月
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

七
日（
日
）　
御
本
宮
月
並
祭　
　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　

　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
月
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
火
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

か
の
と
う
し



ほ　　う　　せ　　い ほ　　う　　せ　　い

御
本
宮
　
月
並
祭
　
　
　
毎
月
第
一
日
曜
日
　
午
前
十
一
時
半
よ
り

（３）  2 月号 2 月号　（２）（504号） （504号）令和 3 年 2 月 1 日 令和 3 年 2 月 1 日

令和3年 辛丑之年　月並運勢ご神宣とお蝋燭
かのとうし

（令和2年12月21日）
（冬至祭）

朝
日
の
如
く
、さ
わ
や
か
な
心
を

　

―
明
治
天
皇 

御
製
よ
り
―

ご教話

教祖祭
（1月9日）

今
年
は
献
饌
米

　
お
下
げ
ご
奉
仕
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
初
顔
合
わ
せ

数
え
年
が
神
事
に
沿
う

ご教話

大祓式
（12月30日）

そ
米俵をお下げし、袋に移します。

大祓式神楽「花湯」、舞人は、森彰子さん。

こ
す
ま
で
に
至
っ
た
理
由
は
、

恐
ら
く
、
主
人
公
の
無
限
の
優

し
さ
の
み
な
ら
ず
、「
心
を
燃

や
し
て
事
に
当
た
る
」「
男
ら

し
さ
」「
長
男
ら
し
さ
」「
家
族

の
絆
」
と
い
っ
た
、
戦
後
の
日

本
が
多
く
の
家
庭
や
教
育
現
場

で
失
っ
て
し
ま
っ
た
「
日
本
人

ら
し
さ
」
が
、
作
品
全
体
を
一

貫
し
て
あ
る
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
ま

で
の
、
古
き
良
き
日
本
の
当
た

り
前
を
、
現
代
の
多
く
の
人
々

が
渇
望
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
推
察
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
共
の
信
仰
す
る
寶
生
教
こ

そ
が
、
そ
の
様
な
日
本
の
神
道

精
神
を
今
に
伝
え
る
教
え
な
の

で
す
。

　

神
を
敬
い
、
祖
先
を
尊
ぶ
事

が
大
切
な
基
本
で
す
。
そ
の
基

本
の
上
に
、
御
教
祖
が
大
神
様

か
ら
授
か
ら
れ
た
尊
い
「
ご
霊

動
」「
ご
神
威
」
は
発
動
さ
れ

る
の
で
す
。

　

人
生
と
は
、
ま
さ
に
山
あ
り

谷
あ
り
。

　

時
に
は
此
度
の
コ
ロ
ナ
禍
の

様
に
、
壁
に
直
面
し
た
り
、
大

き
な
悲
し
み
に
見
舞
わ
れ
た
り

し
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
う
云
っ
た
壁
や

悲
し
み
も
、
い
つ
か
は
晴
れ
る

時
が
来
ま
す
。
ど
の
様
な
時
に

も
、
大
神
様
、
御
祖
先
様
方
は

皆
様
を
守
り
続
け
て
下
さ
い
ま

す
。
大
神
様
、
御
祖
先
様
に
、

不
平
不
満
を
言
っ
て
し
ま
っ
て

は
そ
れ
迄
で
す
。

　

大
神
様
、
御
祖
先
様
方
の
ご

守
護
に
感
謝
し
、
自
身
が
努
力

を
怠
ら
な
け
れ
ば
、
神
自
ら
が

お
導
き
下
さ
い
ま
す
。こ
れ
が
、

「
天
祖
中
心
祖
先
之
教
」

「
身
太
気
神
自
之
教
」
で
す
。

　

一
月
十
七
日（
日
）、
好
天
の

も
と
、
青
年
部
初
顔
合
わ
せ
、

お
米
お
ろ
し
の
ご
奉
仕
を
行
い

ま
し
た
。

　

予
定
の
内
容
を
変
更
し
、
は

じ
め
に
昨
年
度
収
支
報
告
を
ご

神
前
に
お
供
え
し
、
参
加
者
全

員
で
参
拝
。

　

そ
の
後
、
実
行
委
員
以
外
の

有
志
の
皆
様
に
も
ご
奉
仕
頂

き
、
正
月
本
殿
に
お
供
え
し
た

米
俵
を
お
下
げ
し
、
備
蓄
庫
へ

移
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
青
年
部
諸
活
動
に
ご

協
力
賜
り
、
大
勢
ご
参
加
頂
き

ま
す
様
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
辛
丑
の
歳
。
痛
み

を
伴
い
つ
つ
も
、
希
望
に
向
か

っ
て
道
が
開
け
る
歳
で
あ
る
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
寶
生
教
を
信
仰
す

る
私
達
、
共
々
に
、
大
神
様
、

御
教
祖
様
の
ご
守
護
、
各
家
御

祖
先
様
方
の
お
導
き
に
よ
り
、

希
望
に
満
ち
た
歳
と
し
た
い
も

の
で
す
。

　

終
わ
り
に
、
世
界
平
和
、
国

家
発
展
、
皇
室
安
泰
、
教
勢
拡

充
、
教
信
徒
各
家
の
更
な
る
自

家
成
立
を
祈
念
申
し
上
げ
、
元

旦
祭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

又
年
末
よ
り
数
日
来
、
今
日

の
元
旦
祭
に
向
け
ご
準
備
ご
奉

仕
頂
き
ま
し
た
総
代
始
め
参

事
、
地
区
世
話
人
、
婦
人
世
話

人
、
青
年
部
、
宝
寿
会
、
有
志

の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
は
、「
二
十
四
節
気
」、

「
七
十
二
候
」
と
云
う
言
葉
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

太
陽
の
通
り
道
を
黄
道
と
云

い
ま
す
が
、
そ
の
動
き
に
よ
っ

て
一
年
間
を
二
十
四
等
分
し
、

そ
こ
に
季
節
を
表
す
名
を
当
て

は
め
た
も
の
が「
二
十
四
節
気
」

で
、
よ
く
聞
く
も
の
は「
立
春
」

や
「
秋
分
」、「
冬
至
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
派
生
し
て「
雑
節
」

と
云
う
特
別
な
暦
日
も
あ
り
ま

す
。「
節
分
」が
そ
の
一
つ
で
す
。

　

そ
し
て
、
二
十
四
節
気
を
さ

ら
に
約
五
日
ず
つ
の
三
つ
に
分

け
た
も
の
を
「
七
十
二
候
」
と

云
い
、
中
国
か
ら
伝
来
し
た
季

節
を
表
す
方
式
の
一
つ
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
発
展
し
た
書
物

で
、
こ
ち
ら
も
元
々
は
中
国
で

考
え
ら
れ
た
『
歳
時
記
』
と
い

う
、
四
季
の
事
物
や
年
中
行
事

な
ど
を
列
記
す
る
書
物
が
あ
り

ま
す
。

　

江
戸
時
代
以
降
、
日
本
で
は

主
に
俳
句
の
季
語
を
取
り
ま
と

め
て
、
四
季
に
応
じ
た
季
語
を

分
類
し
て
お
り
ま
す
。

　

扨
、
そ
の
二
十
四
節
気
に
よ

り
ま
す
と
、
先
日
一
月
五
日
は

「
小
寒
」。
い
よ
い
よ
寒
さ
が
本

番
を
迎
え
る
と
い
う
季
節
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

少
し
正
月
行
事
に
触
れ
て
お

き
ま
す
と
、
七
日
は「
七
草
粥
」

と
い
っ
て
、
お
正
月
に
疲
れ
た

胃
腸
を
、
七
草
粥
を
食
べ
て
休

ま
せ
る
と
い
う
風
習
も
耳
に
さ

れ
た
事
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
一
月
十
一
日
が
、

本
来
「
鏡
開
き
」
と
云
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
教
会
に
お
い
て
は

「
末
広
が
り
」
の
日
と
い
う
こ

と
で
、
昔
か
ら
八
日
に
お
鏡
開

き
神
事
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

鏡
開
き
は
、
お
正
月
に
お
供

え
、
又
お
飾
り
し
た
鏡
餅
を
お

下
げ
す
る
わ
け
で
す
が
、
何
故

お
正
月
に
鏡
餅
を
用
意
す
る
の

か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

勿
論
神
様
へ
の
お
供
え
で
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
鏡
餅
自
体

が
、
神
様
の
降
り
て
こ
ら
れ
る

依
代
で
あ
る
と
も
云
わ
れ
ま
す
。

　

鏡
餅
に
降
り
ら
れ
る
神
様
は

歳
神
様
と
い
い
、
山
の
恵
み
の

神
様
で
す
。
そ
の
歳
神
様
が
里

へ
降
り
て
き
て
、
各
家
に
福
を

授
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
「
田
」
の
神
様
で

も
あ
る
歳
神
様
は
、
春
に
な
る

と
ま
ず
桜
の
木
に
宿
り
ま
す
。

桜
の
花
が
芽
吹
く
頃
に
、
歳
神

様
の
恵
み
を
受
け
て
、
日
本
人

は
田
植
え
を
し
ま
す
。

　

そ
う
し
て
神
様
が
宿
ら
れ

た
、
又
神
様
が
召
し
上
が
っ
た

鏡
餅
を
、
八
開
き
に
栄
え
る
様

に
、
運
が
開
け
る
様
に
と
願
う

の
が
お
鏡
開
き
神
事
で
す
。

　

話
を
戻
し
ま
し
て
、
明
日
、

一
月
十
日
は
七
十
二
候
の
一
つ

「
水
泉
動（
し
み
ず
あ
た
た
か
を

ふ
く
む
）」
と
い
う
季
節
で
す
。

　

こ
の
季
節
は
、
地
上
は
大
変

厳
し
い
寒
さ
で
あ
る
が
、
地
中

で
は
凍
て
つ
い
た
大
地
が
解
け

て
、
そ
こ
か
ら
石
清
水
が
溢
れ

出
し
、
徐
々
に
春
が
訪
れ
て
い

る
と
い
う
季
節
な
の
で
す
。

　

こ
の「
二
十
四
節
気
」や「
七

十
二
候
」、『
歳
時
記
』
と
い
っ

た
も
の
は
、
日
本
人
が
古
く
か

ら
慣
れ
親
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

い
つ
頃
か
ら
文
献
に
あ
る
の

か
と
申
し
ま
す
と
、
約
一
千
年

前
、
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』

や
紀
貫
之
の
『
土
佐
日
記
』
な

ど
に
、
す
で
に
記
述
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

一
月
十
五
日
を
「
小
正
月
」

と
云
い
、
こ
の
日
に
小
豆
粥
を

食
べ
る
風
習
が
あ
る
地
域
も
あ

り
ま
す
。『
枕
草
子
』
や
『
土

佐
日
記
』
に
、
小
正
月
に
小
豆

粥
を
食
べ
た
事
が
す
で
に
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
頃
か
ら

そ
う
い
っ
た
習
慣
に
深
く
慣
れ

親
し
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

お
話
の
最
後
に
、
あ
る
和
歌

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
さ
し
の
ぼ
る

　
　

朝
日
の
ご
と
く

　
　
　

さ
わ
や
か
に

　
　

も
た
ま
ほ
し
き
は

　
　
　
　

こ
こ
ろ
な
り
け
り
」

と
い
う
和
歌
で
す
。

　

す
で
に
お
聞
き
及
び
の
方
も

居
ら
れ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、

明
治
天
皇
の
御
製
で
す
。

　

東
京
都
代
々
木
に
鎮
座
す
る

明
治
神
宮
の
お
み
く
じ
に
は
、

「
大
吉
」
や
「
小
吉
」
と
い
う

記
載
は
無
く
、
明
治
天
皇
の
御

　

本
日
は
厳
し
い
寒
さ
の
中
、

大
祓
式
に
よ
う
こ
そ
ご
参
拝
下

さ
い
ま
し
た
。

　

本
日
皆
様
と
共
に
ご
奉
仕
致

し
ま
し
た
大
祓
式
と
は
ど
の
様

な
行
事
な
の
か
、
改
め
て
お
話

し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

大
祓
式
は
、
一
年
で
知
ら
ず

識
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
る

罪
、
穢
れ
を
祓
い
清
め
る
神
事

で
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

教
会
の
御
神
殿
に
は
、
寶
生

山
八
津
御
嶽
大
神
を
は
じ
め
、

助
勢
の
神
々
が
鎮
座
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
日
は
そ
の
御
扉
の
前
に
、

榊
を
差
し
立
て
て
、
神
籬
を
設

け
備
え
、
祓
戸
四
柱
之
大
神
に

降
神
い
た
だ
き
、
神
事
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

祭
典
中
、
大
祓
詞
を
奏
上
し

ま
し
た
。
普
段
は
中
臣
之
太
祓

と
い
う
こ
と
で
、
前
巻
と
後
巻

を
斎
主
祝
詞
の
前
後
に
奏
上
し

ま
す
が
、
大
祓
式
で
は
前
巻
、

後
巻
を
一
度
に
、
何
時
も
よ
り

早
い
速
度
で
奏
上
し
ま
す
。

　

ま
さ
に
、
罪
、
穢
れ
を
押
し

流
す
如
く
に
、
気
を
込
め
て
奏

上
す
る
の
が
、
大
祓
詞
と
い
う

祝
詞
な
の
で
す
。

　

そ
う
し
て
、
身
も
心
も
清
々

し
く
新
年
を
迎
え
る
と
い
う
こ

と
が
、神
代
の
古
よ
り
伝
わ
る
、

大
切
な
事
な
の
で
す
。

　

扨
、
話
は
少
し
変
わ
り
ま
す

が
、皆
様
よ
く
ご
存
知
の
様
に
、

年
齢
の
数
え
方
に
は
数
え
年
と

製
が
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
代
表
的
な
も
の

が
先
程
の
御
製
で
、意
味
は「
差

し
昇
る
朝
日
の
如
く
に
、
爽
や

か
な
心
も
ち
を
、
い
つ
で
も
持

っ
て
い
た
い
で
す
ね
」と
云
う
、

非
常
に
縁
起
の
良
い
、
希
望
の

歌
で
す
。

　
「
も
た
ま
ほ
し
き
」
と
い
う

言
葉
が
聞
き
慣
れ
ま
せ
ん
が
、

「
持
つ
」
と
い
う
動
詞
と
、「
欲

す
る
」
と
い
う
意
味
の
希
望
の

助
動
詞
を
合
わ
せ
て
「
も
た
ま

ほ
し
き
」
と
い
う
表
現
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

明
治
天
皇
自
ら
が
、
我
々
国

民
に
対
し
て
伝
え
た
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て
お
詠
み
に
な
っ
た

御
製
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

信
仰
は
「
朝
に
感
謝
、
夕
べ

に
感
謝
」。
清
々
し
い
朝
を
迎

え
ら
れ
た
事
に
感
謝
し
、
夕
べ

に
は
無
事
に
一
日
を
終
え
た
事

に
感
謝
す
る
。

　

そ
う
し
て
又
次
の
日
も
希
望

に
満
ち
た
、
爽
や
か
な
心
も
ち

を
持
ち
続
け
さ
せ
て
頂
け
る
の

は
、
何
よ
り
大
神
様
、
ご
祖
先

の
ご
守
護
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

御
教
祖
の
み
教
え
の
通
り
、

明
治
天
皇
の
御
心
を
そ
れ
ぞ
れ

が
し
っ
か
り
と
心
に
留
め
、
本

年
も
お
互
い
に
佳
き
年
と
な
る

事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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